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ろ
で
、
駅
前
連
絡
所
と
し
て
の
機

能
も
、
そ
の
検
討
に
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
区
域

確
保
の
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
町
内
会

・
自
治
会
も
含
め
た
危
険
箇
所
の

対
応
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

毎
年
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
、
警
察
署
、
建
設
部
な

ど
と
と
も
に
現
地
確
認
を
行
い
、

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
生
徒
と
一

緒
に
地
域
を
回
り
な
が
ら
安
全
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

問

　

渋
谷
武
己
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

慢
性
的
な
自
治
体
病
院
の

医
師
不
足
に
対
し
、
町
田
市
独
自

の
「
医
学
生
奨
学
金
」
の
導
入
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

　

市
民
病
院
総
院
長　

市
民
病
院

に
お
い
て
は
、
研
修
医
八
名
を
入

れ
、
全
体
で
一
〇
一
名
の
医
者
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
絶
対
的
な

不
足
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
状
態
で
、
一
番
欲
し
い
の
は
若

い
研
修
医
が
残
っ
て
い
っ
て
育
っ

て
い
く
と
い
う
形
で
す
。

問

　

�　

国
民
の
二
人
に
一
人
が
、

ガ
ン
に
な
る
現
在
、
市
民
病
院
の

放
射
線
科
に
は
治
療
に
必
要
な
機

材
が
な
い
。
導
入
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

　

市
民
病
院
総
院
長　

今
の
時
点

で
は
、
患
者
さ
ん
の
数
や
機
械
の

値
段
か
ら
い
っ
て
、
採
算
性
と
か
、

あ
る
い
は
照
射
の
専
門
の
先
生
が

日
本
に
は
大
変
少
な
い
、
大
学
病

院
で
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
現
実
が
あ
り
、
順
番
的
に
は

無
理
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の

弊
害
軽
減
の
た
め
結
果
の
公
表
、

氏
名
記
入
は
や
め
る
べ
き
。

　

教
育
長　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
都
の
調
査
で
も
学
校
別
の
公
表

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
に
つ
い

て
も
学
校
別
の
調
査
結
果
の
公
表

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
児

童
生
徒
に
氏
名
を
書
か
せ
ず
、
番

号
の
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

親
の
国
保
証
取
り
上
げ
に

よ
り
、
一
〇
割
の
医
療
費
が
窓
口

問問

で
必
要
な
乳
幼
児
も
含
む
子
ど
も

の
資
格
証
発
行
は
何
人
か
。

　

市
民
部
長　

中
学
生
以
下
の
子

ど
も
に
交
付
し
て
い
る
資
格
証
の

発
行
枚
数
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月

七
日
現
在
で
三
五
一
枚
で
す
。

　

�　

「
消
え
た
年
金
」
問
題
の

市
民
の
不
安
に
こ
た
え
、
相
談
窓

口
設
置
な
ど
市
も
協
力
す
べ
き
。

　

市
民
部
長　

東
京
社
会
保
険
事

務
局
と
密
接
な
連
携
、
協
議
を
し
、

私
ど
も
で
と
れ
る
協
力
体
制
が
あ

れ
ば
と
っ
て
い
き
た
い
。

問

　

金
子
ひ
ろ
の
り（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

相
原
地
域
下
水
道
整
備
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　

町
田
副
市
長　

横
浜
線
の
東
側

は
二
〇
一
〇
年
度
完
了
に
向
け
進

め
て
い
ま
す
。
西
側
に
つ
い
て
も
、

二
〇
一
三
年
度
事
業
完
了
に
向
け
、

今
年
度
は
事
業
認
可
変
更
の
手
続

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

堺
中
学
校
を
含
む
面
整
備

の
計
画
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　

町
田
副
市
長　

面
整
備
に
つ
い

て
は
地
元
の
皆
様
の
通
常
の
生
活

問問

に
極
力
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

�　

墓
地
開
発
規
制
と
市
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
得
策
に
つ
い

て
。

　

町
田
副
市
長　

町
田
市
住
み
よ

い
街
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、
近

隣
住
民
へ
の
早
期
周
知
を
行
う
べ

き
対
象
事
業
と
し
て
、
標
識
の
設

置
、
説
明
会
の
開
催
、
関
係
住
民

等
か
ら
協
議
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
の
協
議
を
行
う
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。

問

市

民

病

院

に

つ

い

て

問

う

子

ど

も

の

資

格

証

発

行

中

止

す

べ

き

も
の
で
す
。
購
入
や
レ
ン
タ
ル
に

対
す
る
独
自
の
補
助
は
現
在
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
実
態

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

男
女
平
等
参
画
社
会
を
推

進
す
る
た
め
、
町
田
版
の
条
例
化

に
踏
み
出
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
等
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
同
様
施
策
を
推
進
し
て
い
く

考
え
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

介

護

保

険

制

度

の

利

用

改

善

を

相

原

地

域

下

水

道

整

備

／

霊

園

開

発

住

民

税

増

税

に

よ

る

負

担

軽

減

策

を

高

齢

者

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

制

度

導

入

を

　

高
嶋
均
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

住
民
税
負
担
軽
減
策
と
し

て
痛
み
や
わ
ら
げ
手
当
（
仮
称
）

の
創
設
を
。

　

税
務
部
長　

税
法
改
正
に
よ
る

負
担
増
に
対
し
て
、
お
話
し
の
よ

う
な
手
当
に
変
え
て
支
給
す
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

�　

鶴
川
駅
前
連
絡
所
は
実
現

さ
れ
る
の
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

鶴
川
駅
前
公
共

施
設
建
設
調
整
会
議
で
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ

問問

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

要
支
援
一
・
二
の
高
齢
者

か
ら
一
律
に
介
護
ベ
ッ
ド
利
用
や

家
事
援
助
の
時
間
削
減
を
行
わ
ず

実
態
に
合
わ
せ
た
ベ
ッ
ド
購
入
・

レ
ン
タ
ル
へ
の
助
成
、
ヘ
ル
パ
ー

の
利
用
改
善
な
ど
を
町
田
市
独
自

で
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

二
〇
〇
六
年
四

月
の
法
改
正
は
、
自
立
支
援
の
た

め
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

な
方
に
最
も
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
よ
う
見
直
し
を
さ
れ
た

問

　

中
山
勝
子
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

障
が
い
者
の
親
亡
き
後
、

対
策
と
し
て
後
見
的
支
援
を
要
す

る
障
が
い
者
支
援
条
例
の
制
定
を
。

　

岩
崎
副
市
長　

町
田
市
と
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
成
年

後
見
制
度
と
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
と
の
関
連
性
、
整
合
性
を
含

め
、
課
題
と
し
て
研
究
し
た
い
。

　

�　

介
護
報
酬
単
価
の
見
直
し

に
よ
っ
て
、
介
護
事
業
所
は
厳
し

い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
人
材

不
足
等
に
対
す
る
対
策
を
。

問問

　

岩
崎
副
市
長　

福
祉
関
係
の
専

門
学
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
方
が

市
内
の
福
祉
施
設
へ
就
職
し
、
人

材
確
保
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
支

援
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

�　

高
ヶ
坂
都
営
住
宅
跡
及
び

町
田
荘
跡
地
を
含
め
、
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
組
織
を
。

　

市
長　

地
元
の
皆
さ
ん
の
意
向
、

町
田
市
全
体
の
市
民
の
要
望
、
今

後
設
置
す
る
地
域
活
性
化
懇
談
会

で
も
議
論
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

問

安

心

し

て

住

み

続

け

ら

れ

る

町

田

に

忠生市民センター

　

宮
坂
け
い
子
（
公
明
党
）

　

�　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
高
齢
者
の
活
動
実
績
を

ポ
イ
ン
ト
化
し
、
介
護
保
険
料
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
い

等
に
使
え
る
制
度
の
導
入
を
。

　

岩
崎
副
市
長　

導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

�　

市
民
病
院
の
待
ち
時
間
の

改
善
と
表
示
を
求
め
る
。

　

市
民
病
院
総
院
長　

新
棟
開
設

に
向
け
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
事
務
長　

患
者
様
の

問問

利
便
性
を
図
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

�　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

エ
コ
ラ
イ
フ
の
生
活
モ
デ
ル
の
提

示
や
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
拠
点
づ
く
り
を
。

　

環
境
・
産
業
部
長　

エ
コ
ラ
イ

フ
に
役
立
つ
情
報
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
よ
り
実
践
的
な
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ

い
て
は
将
来
的
に
は
拠
点
づ
く
り

で
そ
の
よ
う
な
情
報
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

　

お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　

�　

長
期
化
の
代
替
地
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
い
、
処
理

し
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

今
年
度
、
経
営
改
革
会

議
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
市
有
財

産
の
有
効
活
用
を
研
究
テ
ー
マ
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

通
学
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
化

を
ど
こ
の
課
が
対
応
、
管
理
し
、

舗
装
化
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学

校
か
ら
の
要
望
は
学
務
課
が
、
整

問問

備
は
道
路
整
備
課
が
、
管
理
は
道

路
管
理
課
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

町
田
副
市
長　

危
険
な
箇
所
に

つ
い
て
は
早
急
に
確
認
し
、
必
要

な
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

�　

「
み
ん
な
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
を
招
致
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
と
身
近
に
触
れ
合
う
機
会
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
り
、
そ
の
感
動

は
は
か
り
知
れ
ず
、
教
育
的
意
義

は
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

応
募
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問

長

期

化

の

代

替

地

を

ど

う

す

る

の

か

町

田

の

財

政

と

町

田

の

未

来

を

創

造

　

友
井
和
彦
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
社
等

を
含
め
た
連
結
債
務
額
等
を
公
表

し
、
目
指
す
べ
き
町
田
の
財
政
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
。

　

市
長　

現
在
は
関
連
団
体
の
市

財
政
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
連
結
債
務
の
公
開
は

近
々
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

や
む
を
得
な
い
事
情
を
除

き
良
識
あ
る
市
民
や
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
滞
納
・
未

収
に
毅
然
と
し
て
臨
む
べ
き
。

問問

　

岩
崎
副
市
長　

滞
納
は
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
納
付
機
会
の

拡
大
や
面
談
等
の
機
会
を
ふ
や
す

な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

�　

駅
前
緑
化
で
温
暖
化
対
策

と
「
町
田
ブ
ラ
ン
ド
」
創
造
を
。

　

建
設
部
長　

駅
前
緑
化
に
つ
い

て
は
既
存
の
駅
前
広
場
も
可
能
な

限
り
緑
化
に
努
め
、
民
間
の
力
を

借
り
て
の
壁
面
緑
化
や
屋
上
緑
化

も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民

協
働
も
含
め
研
究
し
ま
す
。

問

　

若
林
章
喜
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
全
庁
的
に
検

討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

企
画
部
長　

今
年
度
、
関
係
部

署
を
入
れ
た
調
査
研
究
チ
ー
ム
を

発
足
し
て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

�　

子
ど
も
の
居
場
所
の
拠
点

と
し
て
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
五
館
構

想
は
い
つ
完
成
す
る
か
。

　

市
長　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
、
一
九
九
九
年
策
定
の
町
田

問問

市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
に

基
づ
い
て
、
市
内
五
地
域
に
配
置

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
・
狭
隘
化
が
著
し
い
。
早
期

に
建
て
か
え
へ
向
け
た
検
討
に
入

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

忠
生
市
民
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
は
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
。
鶴
川
地
区
で
の
施
設
整

備
の
進
め
方
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
民
参
加
に
よ
る
施
設
づ
く
り
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

廃

校

の

有

効

活

用

を

す

べ

き

町田市民病院


